
メッセージ：大切な人のがんと向き合うご家族の辛い想い、もどかしい想いをどうか一人で抱え込まないでく

ださい。ご遺族の方も、ひとりで耐えてがんばらなくて良いのです。苛立ちや怒りの気持ちが生まれた時にも、

その気持ちを「ふらっと」にそのまま持ってきてください。私も家族の経験者であり、遺族のひとりです。 

メッセージ：多くの人は自分が癌になるなんて思わなかったはずです。私も癌＝死と漠然と思っていました。

ですが、手術・治療を続けながら出会った方々から決してそうではない事、乳がんをしても輝く人たちがたく

さんいる事、自分の体に正直でいる事の大切さを知りました。私が頂いた元気を皆様にもお伝えできればと思

っております。 

メッセージ：患者さんにとってご家族やお医者、看護師の方々の一言は強力な支えとなって、治療生活を支え

てくれます。患者さんもご自分には支えてくれる人がいることを意識して、日々の治療を乗り越えていただき

たいと思います。私も言葉が及ぼす影響力をいつも大切に思い、サポート活動に努めていこうと思っています。 

 
 

 

 

 

開催日時：2015 年（平成 2７年）10 月 17 日（土）10 : 00～11 : 50（開場 9 : 30～） 

会   場：メルパルク京都 6 階（京都駅烏丸口：近鉄京都駅から徒歩７分程度です） 

参 加 費：無料 

定   員：100 名（登録順、座席に余裕があれば当日の受付も可能です。） 

参加登録：お名前、連絡先をお知らせ下さい。 
  メール：kyotogan@yahoo.co.jp「NPO 法人京都がん医療を考える会」宛 

  電 話：090-1221-6779 又は、075-463-7323（電話･ファクシミリ）       

   ※参加者の個人情報については、当会内のみで使用します。 

プログラム： 

 開催挨拶と趣旨説明 

   京都大学大学院 教授 医学研究科/ 

    第 53 回日本癌治療学会学術集会大会長    小西郁生 

 講演会   座長：NPO 法人京都がん医療を考える会（副理事長）織茂 聡 

  （１）「乳がんを経験してからの私」 

             あけぼの会 京都支部長  中村 真由美

  

 

 

  （２）「患者を支えるということ 支えられるということ」 

       京都乳がんピアサポートサロン～fellows～ 代表 吉田 羊子 

 

 

  （３）「家族が がんになっても」 

  がん患者の家族･遺族のためのサロン「ふらっと」ファシリテーター 竹内 香 

  

 

 

 討議･質疑 

  テーマ「がんと生きる：がん患者･家族が望むこれからのがん医療」  

 
 
 

 
 
 
 
 

中村真由美さん 

 

小西郁生先生 

 

竹内香さん 

 

【お問合せ先】〒616-8208 京都市右京区宇多野福王子 69－２ 

  NPO 法人京都がん医療を考える会（理事長） 清田 政孝（メール：mt_kiyota@yahoo.co.jp） 

（Web）http://www.thinkgankyoto.jugem.jp/  （電話）090-1221-6779、075-463-7323 

 

  シリーズ 「がんと生きる」がん患者と医療スタッフで共に「がん」を考えよう 

 10 周年記念 第 2 弾 「がん患者･家族が望む これからのがん医療」 

京都府民公開講座（第 11回） 
Cancer Month Kyoto 2015 3rd Week 

主 催：特定非営利活動法人京都がん医療を考える会 

共 催：特定非営利活動法人キャンサーリボンズ 

後 援：第 53 回日本癌治療学会学術集会、あけぼの会京都支部、株式会社ヤクルト、 

    公益財団法人京都新聞社会福祉事業団、KBS 京都、京都市、京都府 

吉田 羊子さん 

 



Cancer Month Kyoto 2015 
患者さん、家族のための「がん治療と暮らし」フォーラム 

～がんと生きる よりよく生きる～ 

日程：2015 年 10 月 17 日（土）11:00～17:30   

会場：メルパルク京都（京都駅前・烏丸中央口）６階 

 

13:00～14:00  医療セミナーⅠ『遺伝性のがんを正しく知る』＜事前申込制＞  

   奈良県立医科大学産婦人科学 教授 小林 浩さん    

14:30～16:45  医療セミナーⅡ『婦人科がんの治療・暮らし・生き方』＜事前申込制＞   

 ●講演 「治療の今とこれから －卵巣がんを中心に－」  

   近畿大学医学部産科婦人科学教室 講師 鈴木彩子さん                     

 ●対談 「がんと生きる・よりよく生きる」  

   子宮頸がん体験者   阿南里恵さん 

   京都大学 婦人科学産科学 教授 小西郁生さん  

   ＜司会＞  クロワッサン副編集長 越川典子さん  

 ●講演＆リンパ浮腫ケアのデモンストレーション  

   「少しでも快適な暮らしのためのセルフケア」  

    京都大学医学部附属病院 がん看護専門看護師 角裕子さん  

    同リンパ浮腫セラピスト 福岡せつ子さん、根本紀代美さん 

 

 

11：00～17：30 自由入場のイベント紹介  

① 暮らしセミナー   

11:30～12:00 「知っておきたい！治療とお口、そしてケアの関係」  

～便利なアイテムのご紹介～  サンスター株式会社 

12:10～12:40 がん治療中の心と体を支える食事 ～乳がんを例に～ 

三輪教子さん 市立西脇病院乳腺外科部長/昭和大学病院乳腺外科 

14:00～14:30 がん治療中の悩みに答えるメイクアップレッスン  

山崎多賀子さん 美容ジャーナリスト/乳がん体験者  

15:15～15:45 乾燥性敏感肌のための毎日のスキンケアレッスン  

花王株式会社  

16:50～17:20 がん治療と仕事－自分らしく働くために  

荒木葉子さん 荒木労働衛生コンサルタント事務所所長／産業医  

 

【お問い合わせ先】がん治療と暮らしフォーラム事務局【平日 10:00～17:00】03－3546－6101  

 
 
 
 

小西 郁生 先生 

阿南 里恵さん 

【申込み方法】 

①参加希望の医療セミナー（ⅠかⅡを明記、両方可）②氏名、③住所、④郵便番号、⑤年齢、⑥性別、 

⑦電話番号、⑧同行者（１名まで）氏名、⑨同行者の年齢をご記入いただき下記宛てにお申込みください。  

  後日、招待券をお送りします。 ＜先着各 150名様･定員になり次第締切り＞ 

【申込先】 

FAX  03－5565－4914 

E mail  ribbonz@ellesnet.co.jp・・・タイトルに「がん治療と暮らしフォーラム」係といれてください 

ハガキ 〒104-0045 東京都中央区築地 2-12-10 築地 MFビル 26号館 5階（キャンサーリボンズ内） 

              がん治療と暮らしフォーラム係              

【個人情報の取り扱いについて】ご記入いただきました個人情報は、医療セミナーのために使われます。 

② 暮らし体験･販売コーナー 

 がんの種類にかかわらず、「暮らし

を工夫する」ために役立つ製品や情

報を「食」「美容」「働く」などのテ

ーマ別に展示します。雑誌クロワッ

サンコーナーや、販売もあります 

③ 暮らしの相談コーナー 治療中

の「暮らし」についての様々な相談

をお受けします。がん体験者、看護

師、医師がお待ちしています。  

④ がんの情報コーナー 

主催： Cancer Month Kyoto2015 実行委員会／NPO法人キャンサーリボンズ    共催：クロワッサン   

後援： 第 53 回日本癌治療学会学術集会     協力：NPO 法人京都がん医療を考える会  

医療セミナーⅠ共催： アストラゼネカ㈱    医療セミナーⅡ共催： 中外製薬㈱  

暮らし体験コーナー展示：イーエヌ大塚製薬㈱、花王㈱、㈱KEA 工房、㈱ココウェル、サンスター㈱、 

   ㈱SHIMA、㈱スヴェンソン、ブレストケア京都（同）、ロート製薬㈱ ほか  

 

サンプル配布･試食･試着などあります！ 

小林 浩 先生 

鈴木彩子 先生 


